
年間授業計画　様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：（A組：太田、野沢） （B組：野沢、山本） （C組：山本、野沢） （D組：野沢、細沼） （E組：野沢、山本） （F組：細沼、野沢）

使用教科書：（

英文法・語法 Vintage（いいずな書店） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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［知識・技能］
・不定詞、動名詞、否定、話法や代名
詞、分詞や関係詞などの意味や用法を理
解している。
［思考・判断・表現］
・日常的な話題について、情報や考えな
どを整理し、簡単な語句や文を用いて話
している。
［主体的に学習に取り組む態度］
・日常的な話題について、情報や考えな
どを整理し、簡単な語句や文を用いて話
そうとしている。

［知識・技能］
・文型、時制、助動詞、受動態などの意
味や用法を理解している。
［思考・判断・表現］
・社会的な話題について、情報や考えな
どを整理し、簡単な語句や文を用いて話
している。
［主体的に学習に取り組む態度］
・社会的な話題について、情報や考えな
どを整理し、簡単な語句や文を用いて話
そうとしている。

［知識・技能］
・仮定法や比較などの意味や用法を理解
している。
［思考・判断・表現］
・日常的な事柄について、簡単な語句や
文を用いて説明することができる。
［主体的に学習に取り組む態度］
・日常的な事柄について、簡単な語句や
文を用いて説明しようとしている。
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日常的な事柄について情報を正確に
描写することができる。
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社会的な事柄について自身の情報や
考えを述べることができる。

○ ○

○

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮し
ながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しよう
とする態度を養う。

○

【 知　識　及　び　技　能 】音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、適切に活用できる技能を身に付ける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

仮定法や比較などの意味や用法を理
解できている。

仮定法過去、仮定法過去完了、
shouldやwere toを用いた仮定法表
現、比較表現

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○○

外国語 論理表現Ⅱ 2

日常的な事柄について自身の情報や
考えを述べることができる。
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分詞、関係詞の意味や用法を理解で
きている。

分詞、関係詞

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

不定詞、動名詞、否定、話法や代名
詞などの意味や用法を理解できてい
る。

不定詞、動名詞、否定、話法、可
算名詞と不可算名詞、代名詞の用
法、形容詞と副詞、前置詞、接続
詞

定期考査

外国語

EARTHRISE English Logic and Expression StandardⅡ（数研出版）、33アースライズ英文法（数研出版）、
33アースライズ英文法ワークブック（数研出版）

背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理表現Ⅱ

目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、概要や要点、詳細、話し手の意図などを的確に理解したり、適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

文型、時制などの意味や用法を理解
できている。

文の種類と文型、時制、

○
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【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

定期考査

○

外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、
外国語の技能（話すこと、書くこと）について、実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付
ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりする力を身に付ける。聞いたり読んだりしたことなど
を活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表
現する力を養う。

○

定期考査

助動詞、受動態などの意味や用法を
理解できている。

助動詞、受動態

○


